
5 誰もが学び、成長できるまち
3

1

【実現している姿】
目標

目標

目標

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成32年度

目標 ― ― ― 11,300人 11,600人 11,900人 12,100人 12,400人 12,500人 13,000 人

実績 11,767 人 9,702 人 11,021人 12,206人 11,724人

目標 ― ― ― 122団体 123団体 124団体 125団体 125団体 126団体 130 団体

実績 118 団体 116 団体 121団体 124団体 119団体

目標 ― ― ― 600人 600人 600人 600人 600人 600人 600 人

実績 423 人 404 人 598人 570人 572人

【施策の展開】◎は重点的な取組み

計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

文化のまちづくり答申に
基づき、文化施設や関係
団体を支援

後期終了年度

平成32年度

新たな文化関係団体の
育成

前期終了年度（平成27年度末） 後期終了年度（平成32年度末）

到達度
前期終了年度（平成27年度末） 後期終了年度（平成32年度末）

第4期実施計画期間

文化・スポーツを通じて市民が元気なまちにします

1,098千円

平成24年度 平成28年度平成27年度

担当部（統括部） 生涯学習部

◇文化関係団体育成事業575千円・◇文化振興事業523千円（文化スポーツ課）

実現している姿を確認する指標

◎市民と協働の文化振興

平成26年度事業

平成26年度事業費計

国際交流協会事業の延参加
者数

文化振興市民会議で公
共施設や文化行事など
について検討

文化振興市民会議で、
市民と協働の文化振興
が図るための検討テーマ
を選定

文化連盟、音楽連盟、美術協会、演劇協会など文化関係団体が主体的に団体運営・事務を行い組織強化を図られるよう指導・助言をします。また、文
化振興市民会議の活動が具現化できるよう支援し、市民が主役の文化振興を図ります。

平成25年度 平成26年度

まちづくりの目標
政策 

施策 市民による文化・交流活動が活発なまちにします

文化振興市民会議で選
定したテーマに沿って、
活動を具現化できるよう
検討

文化振興市民会議で選
定したテーマに沿って、
活動を具現化できるよう
検討

団体の事務局を団体内
に置き、自主運営ができ
るよう指導助言

団体の事務局を団体内
に置き、自主運営ができ
るよう指導助言

文化振興市民会議の検
討結果を踏まえ、各種団
体と調整

文化振興市民会議を４回
開催した。

意見交換は活発に行わ
れるものの、文化振興市
民会議の活動の具現化
まで至らなかった。

市民会議の活動を具現
化させるために検討して
いく必要がある。

各種団体は事務局を団
体内に置き、自主運営が
できるように調整

各種団体は事務局を団
体内に置き、自主運営が
できるように調整

前年度に引き続き、書記
事務や会計事務が行え
るよう指導を行った。

団体の事務局を団体内
に置き、自主運営ができ
るよう指導助言

書記事務に加え、会計事
務を担う団体も現れた。

文化連盟・音楽連盟への加盟
団体数

団体が自主運営できるよ
う引き続き指導していく。

文化イベント等の延参加者数

在住外国人が地域にとけ込み、住民との交流が活発になっています。

文化・芸術活動がより活発になり、市民が心豊かに暮らしています。

到達度
前期終了年度（平成27年度末） 後期終了年度（平成32年度末）

文化施設が快適で利用しやすくなり、多くの人が利用しています。

到達度
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計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

平成32年度

後期終了年度

平成32年度

市内で種目ごとに核とな
るイベントの評価

情報提供手段の拡充

第4期実施計画期間 後期終了年度

第4期実施計画期間

平成26年度事業

配布場所を増やし、より
効果を拡大させる。

◇市民文化ホール管理事業5,952千円 ・☆市民文化ホール補修事業237,000千円（自治振興課）

セッピィイベントガイド等
の情報提供を拡充

前年度に引き続き、イベ
ントガイド１万部を作成
し、市内主要施設、駅等
に配布した。

セッピィイベントガイド等
の情報提供を拡充

公共施設予約・案内シス
テム利用状況を引き続き
検証・周知を行う。

平成28年度

242,952千円

平成28年度

文化振興に関わる施設が市民の創作活動と鑑賞の場として市民ニーズに合った利用しやすい施設となるよう整備・充実を図り、機能を高めます。

○文化施設の整備・充実

平成24年度 平成25年度

イベントガイド等の情報
提供を拡充

イベントガイド等の情報
提供を拡充

市民の誰もが身近に文化に触れ、鑑賞できる機会と創作・表現できる場の提供を図るとともに、積極的に情報提供を行います。

平成27年度平成26年度

10,284千円

◇こども展覧会開催事業275千円・◇美術展開催事業909千円・◇演劇祭開催事業400千円・◇芸能文化祭開催事業1,080千円・
◇音楽祭開催事業6,897千円・◇吹奏楽祭開催事業200千円・◇文化振興事業523千円（文化スポーツ課）

平成26年度事業

セッピィイベントガイド等
の情報提供を拡充

平成26年度事業費計

○創作、発表、鑑賞の機会の提供

平成27年度

市内で開催されるイベン
トの周知に貢献した。

平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成26年度事業費計

市美展、こども展とも来
場者が大幅に増加した。
演劇祭も、これまでに縁
のなかった層に向けて、
演じる機会と鑑賞する機
会を提供することができ
た。

施設の空状況の確認を
システム上で行えるよう
になり、市民の利便性を
向上することができた。

文化ホールの空き状況
の確認が出きることを、
広報紙・市HPで周知し
た。

市民文化ホールの耐震
診断を実施

市民文化ホールの耐震
設計を実施

耐震工事を実施 ― ―

工期は平成24年7月1日
から平成25年1月31日の
間で耐震診断を実施

耐震設計を行う

公共施設予約・案内シス
テムの周知

各部分で、所要の耐力に
不足。屋根面には補強
が必要との診断結果で
あった。

公共施設予約・案内シス
テムの周知

公共施設予約・案内シス
テムの周知

公共施設予約・案内シス
テムの周知

公共施設予約・案内シス
テムの周知

展覧会について、来場者
は増えたが、出展数はほ
ぼ横ばいなので、増加さ
せるための策を講じる必
要がある。

昨年度同様、市美術展と
こども展覧会を同時開催
した。また、秋の演劇祭
を平和演劇祭として人権
女性政策課の主管で開
催した。

各所で開催されている
（サロン、ロビー、フレッ
シュ）コンサート等各種イ
ベントを有機的に開催で
きるよう検討

各所で開催されている
（サロン、ロビー、フレッ
シュ）コンサート等各種イ
ベントを有機的に開催で
きるよう検討

各所で開催されている
（サロン、ロビー、フレッ
シュ）コンサート等各種イ
ベントを有機的に開催で
きるよう検討

各所で開催されている
（サロン、ロビー、フレッ
シュ）コンサート等各種イ
ベントを有機的に開催で
きるよう調整

各所で開催されている
（サロン、ロビー、フレッ
シュ）コンサート等各種イ
ベントを有機的に開催で
きるよう調整
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計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

多言語による情報発信を
実施

友好都市との交流

平成32年度

外国語講座、ワールド
クッキングなどへの支援

国際交流協会機関紙発
行への支援

―

―

「安心に暮らすために」
（火災予防や緊急通報の
仕方などを掲載）パンフ
レットを転入されてきた外
国人の配布。

外国人の方にも「安心・
安全な街」つくりに役立て
ることができた。

第4期実施計画期間 後期終了年度

第4期実施計画期間 後期終了年度

多言語による情報発信を
実施

多言語による情報発信を
実施

多言語による情報発信を
実施

多言語による情報発信を
実施

多言語による情報発信を
実施

国際交流協会の活動内
容を周知することがで
き、13名の新規会員加入
につながった。

新規加入促進のため、
自主事業開催時に協会
の、パンフレット等の配
布を行い加入促進を図っ
た。

国際交流協会会員募集
ＰＲの実施

国際交流協会会員募集
ＰＲの実施

国際交流協会会員募集
ＰＲの実施

国際交流協会会員募集
ＰＲの実施

国際交流協会会員募集
ＰＲの実施

国際交流協会会員募集
ＰＲの実施

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成32年度

多言語による市政などの情報発信を行います。また、国際交流協会との協働により、地域住民との交流事業などの拡充を図ります。

平成26年度事業 ◇国際交流事業4,539千円（自治振興課）

◎在住外国人への支援の充実
平成26年度事業費計

4,539千円

国際交流協会機関紙発
行への支援

国際交流協会機関紙発
行への支援

国際交流協会の活動状
況報告や、交流会の様
子を報告できた。

受講者の国際意識が醸
成され、語学力の向上が
見られた。

―

国際交流協会を通じて、
一般英語講座が30回、
中国語講座が28回、青
少年英語講座が22回、
ワールドクッキングが1回
実施され、延405人が参
加した。

外国語講座、ワールド
クッキングなどへの支援

外国語講座、ワールド
クッキングなどへの支援

外国語講座、ワールド
クッキングなどへの支援

外国語講座、ワールド
クッキングなどへの支援

外国語講座、ワールド
クッキングなどへの支援

―

国際情勢や日中外交の
推移を見守る。

蚌埠市を表敬訪問し市
内・企業を見学し「江蘇
省人民対外友好協会」と
の晩餐会などに出席し、
友好都市との親交が深
められた。

6月26日から30日の5日
間、団長以下21名が日
中国交正常化友好40周
年記念で、蚌埠市を表敬
訪問した。

友好都市との交流 友好都市との交流 友好都市との交流 友好都市との交流 友好都市との交流

国際交流協会機関紙発
行への支援

国際交流協会機関紙発
行への支援

国際交流協会機関紙発
行への支援

機関紙「摂津市国際交流
協会かわら版」会員に4
回、年報を1回発行した。

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

○国際意識・国際感覚の醸成
平成26年度事業費計

4,955千円

国際交流イベントやホームステイ、語学教室などを通して、市民の国際意識を醸成します。

平成26年度事業 ◇中国蚌埠市友好交流事業416千円・◇国際交流事業4,539千円（自治振興課）
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計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

【摂津市の特色や魅力のある取組みとして進めていくこと】

計画

取組実績

成果

次年度課題

計画

取組実績

成果

次年度課題

平成32年度

市・市民・事業者・地域団
体による文化交流の支
援

平成32年度

後期終了年度

日本語教室の開催

日本文化の紹介や、日
常生活で必要な知識の
習得

後期終了年度

平成32年度

第4期実施計画期間

国際情勢や日中外交の
推移を見守る。

蚌埠市を表敬訪問し市
内・企業を見学し「江蘇
省人民対外友好協会」と
の晩餐会などに出席し、
友好都市との親交が深
められた。

6月26日から30日の5日
間、団長以下21名が日
中国交正常化友好40周
年記念で、蚌埠市を表敬
訪問した。

中国蚌埠市研修代表団
来摂時における支援、
オーストラリアバンダ
バーグ市長他訪問団来
摂による交流

中国蚌埠市研修代表団
来摂時における支援、
オーストラリアバンダ
バーグ市長他訪問団来
摂による交流

友好都市との相互訪問
による交流及び文通を通
じた市民交流の実施

友好都市との相互訪問
による交流及び文通を通
じた市民交流の実施

友好都市との相互訪問
による交流及び文通を通
じた市民交流の実施

友好都市との相互訪問
による交流及び文通を通
じた市民交流の実施

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

第4期実施計画期間

友好都市との市民交流の促進
平成26年度事業費計

4,955千円

昭和59 年（1984 年）に中国・蚌埠市、平成10 年（1998 年）にオーストラリア・バンダバーグ市と友好都市を締結しており、市民交流を促進します。

平成26年度事業 ◇中国蚌埠市友好交流事業416千円・◇国際交流事業4,539千円（自治振興課）

―

緊急時の通報のしかた
やAEDの使い方を学びな
がら、参加者同士の交流
を図ることができた。

参加外国人11名「外国人
のための救命救急」講習
を実施、

第4期実施計画期間

外国人着物着付教室な
どへの支援

日本文化の紹介や、日
常生活で必要な知識の
習得

日本文化の紹介や、日
常生活で必要な知識の
習得

日本文化の紹介や、日
常生活で必要な知識の
習得

日本文化の紹介や、日
常生活で必要な知識の
習得

後期終了年度

平成26年度事業費計

523千円

「摂津市文化振興条例」に基づき、市、市民、事業者、地域団体などのそれぞれが文化の担い手として協働し、文化資源を活用して市民が積極的な文
化活動を展開できるような仕組みづくりや、活動を支える人材の育成、文化による交流などを進めます。

平成26年度事業

日本語教室の開催ニー
ズのある地域への拡充
について検討していく必
要がある。

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

生活で必要な言葉や、仕
事で使う日本語を、要望
に合わせ対応し、受講者
の日常生活への支援に
つながった。

日本語教室を4教室にて
年169回行い、延784人
の参加があった。（せっ
つSAIE45回、日本語サロ
ン41回、味生教室46回、
南別府教室37回）

日本語教室の開催 日本語教室の開催 日本語教室の開催 日本語教室の開催 日本語教室の開催

◇文化振興事業523千円（文化スポーツ課）

平成28年度

文化振興市民会議の検
討結果を踏まえ、各種団
体と調整を進める。

文化振興市民会議で公
共施設や文化行事など
について検討

文化振興市民会議で、
市民と協働の文化振興
が図るための検討テーマ
を選定

文化振興市民会議で選
定したテーマに沿って、
活動を具現化できるよう
検討

文化振興市民会議で選
定したテーマに沿って、
活動を具現化できるよう
検討

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

文化振興市民会議を４回
開催した。

意見交換は活発に行わ
れるものの、文化振興市
民会議の活動の具現化
まで至らなかった。

市民会議の活動を具現
化させるために検討して
いく必要がある。

総合的な文化振興の推進
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